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平
成
か
ら
令
和
へ

　
和
地
町
の
国
道
42
号
線
沿
い
に
あ
る
阿

弥
陀
堂
を
見
学
し
て
い
る
時
に
気
に
な
る

も
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ
れ
は
敷
地
内

に
あ
る
防
火
水
槽
の
隅
に
突
き
出
た
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
柱
で
す
。
見
た
目
は
素
っ
気

な
い
柱
で
す
が
、
両
面
に
文
字
が
刻
ま
れ

て
い
ま
す
。
表
面
に
「
御
大
典
記
念
」、

裏
面
に
「
昭
和
三
年
十
一
月
」
と
柱
の
面

に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
表
面
は
風
化
が
進

み
混
ぜ
込
ん
だ
砂
が
見
え
、
時
代
を
感
じ

さ
せ
ま
す
。「
大
典
（
大
礼
）」
と
は
天
皇

の
即
位
の
礼
の
こ
と
で
、
今
か
ら
90
年
前

の
昭
和
３
年
11
月
10
日
、
昭
和
天
皇
の
即

位
を
記
念
し
て
作
ら
れ
た
防
火
水
槽
だ
と

分
か
り
、
柱
は
そ
れ
を
示
す
た
め
に
同
時

に
作
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
昭
和
天
皇
の
大
典
に
際
し
て
は
、
国
を

は
じ
め
全
国
各
地
で
盛
大
な
奉
祝
行
事
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
田
原
市
博
物
館
に
は
こ

の
大
典
の
奉
祝
書
類
が
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
記
録
に
よ
る
と
、
当
時
の
田
原
町

（
現
在
の
野
田
・
神
戸
校
区
を
除
く
）
で

は
、
各
地
区
で
学
校・仕
事
を
休
み
と
し
、

午
前
に
氏
神
を
参
拝
、
祝
杯
を
あ
げ
、
午

後
２
時
か
ら
学
校
の
校
庭
に
集
合
し
ま
し

た
。
そ
し
て
即
位
の
礼
が
行
わ
れ
る
京
都

方
向
を
向
い
て
整
列
し
、
敬
礼
、
国
家
斉

唱
、
学
校
長
の
祝
い
の
言
葉
の
後
、
万
歳

三
唱
で
式
が
締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。　

　
午
後
6
時
か
ら
は
、
田
原
町
役
場
主
催

記
名
、
式
の
進
行
な
ど
、
そ
の
後
の
日
本

が
戦
争
へ
の
道
を
進
む
姿
を
予
感
さ
せ
ま

す
。

　

昭
和
は
戦
争
に
苦
し
み
国
民
一
丸
と

な
っ
て
復
興
を
果
た
し
た
時
代
で
し
た
。

そ
し
て
、
平
成
が
戦
争
の
な
い
時
代
で

あ
っ
た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
が
、
震
災
を

は
じ
め
と
す
る
災
害
に
苦
し
ん
だ
時
代
で

も
あ
り
ま
し
た
。
令
和
の
時
代
は
平
和
で

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
政
府
が
発
表
し

た
「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で

文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」
そ
ん
な
時
代
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

※
大
嘗
祭
と
は
天
皇
が
即
位
し
た
初
め
て

の
新
嘗
祭
（
稲
の
収
穫
祭
）

　
　
　
　
　
　
　
（
学
芸
員　
増
山
禎
之
）

の
奉
祝
提
灯
行

列
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

大だ
い
し
ょ
う
さ
い

嘗
祭
※
は
、

昭
和
３
年
11
月
14

～
18
日
の
期
間
に

行
わ
れ
て
い
ま

す
。
各
地
区
で
祝

宴
会
・
投
げ
餅
が

行
わ
れ
、
加
治
町

で
は
獅
子
舞
奉

納
、
大
久
保
町
で

は
仮
装
行
列
な
ど
各
地
区
で
工
夫
を
こ
ら

し
た
余
興
が
盛
大
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
、
神
社
の
整
備

を
行
う
地
区
も
あ
り
ま
し
た
。

　
旧
渥
美
町
で
は
９
月
に
大
典
記
念
事
業

と
し
て
、
昭
和
３
年
渥
美
町
役
場
（
現
在

の
福
江
市
民
館
）
の
新
築
が
計
画
さ
れ
、

昭
和
5
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
現
在
、
市

で
残
る
最
も
古
い
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

の
建
物
で
す
。

　
和
地
町
で
見
つ
け
た
御
大
典
記
念
の
柱

は
当
時
の
様
子
を
伝
え
る
資
料
の
一
つ
と

い
え
ま
す
。

　
奉
祝
行
事
の
参
列
者
は
、
教
職
員
、
生

徒
、
在
郷
軍
人
、
青
年
団
員
、
消
防
組
員
、

一
般
町
民
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
軍
人
の

◦御大礼奉祝催物

◦和地町の御大典記念柱
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